
核燃料サイクルの経済性評価に関する渡辺委員及び山地委員からのご質問への回答 

 

経済性評価における各シナリオの事業費総額             （単位：兆円）

 シナリオ１ シナリオ２ シナリオ３ シナリオ４ 

ウラン 12.4 12.7 13.6 13.4
フロント 

ＭＯＸ 1.7 1.2 - 0.2

再処理 
20.0 

（16.0）

9.7 - 

 

9.9

ＨＬＷ 

貯蔵輸送処分 
4.3 2.3 - 1.6

ＴＲＵ 

処理貯蔵処分 
3.5 1.8 - 1.5

中間貯蔵 1.1 2.3 4.4 4.0

バック 

ＳＦ直接処分 - 8.7～15.0 12.1～20.6 6.0～10.3

サイクルコスト計    ① 
42.9 

（38.9）

38.7～45.0 30.0～38.6 

 

36.7～40.9

サ イ ク ル コ ス ト 以 外 の 

発電コスト計      ② 
78.1 ※１ 

上記小計      ①＋② 
121.0 116.7～

123.0

108.1～ 

116.6 

114.7～

119.0

政策変更に伴う費用   ③ 

 前回報告ケース※２ 

 追加検討ケース※３ 

 

-  

-  

 

-

-

 

14.9～26.2 

12.9～22.6 

 

（参考値）     ①＋③ 

ｻｲｸﾙｺｽﾄ＋政策変更に伴う費用   

前回報告ケース※２ 

 追加検討ケース※３ 

42.9 
（38.9）

38.7～45.0

 

 

44.9～64.8 

42.9～61.2 

51.5～67.1

49.5～63.6

（参考値） 

総合計     ①＋②＋③ 

前回報告ケース※２ 

 

 追加検討ケース※３ 

 

 

 

121.0 

（116.9）

116.7～

123.0

 

 

123.0～

142.8 

121.0～

139.3 

 

 

129.6～

145.2

127.6～

141.6

シナリオ１の（ ）内は第二再処理単価が第一再処理単価の１／２となった場合 

 

（参考）同量の発電を火力で 

行う場合のコスト 
123.1～246.3 ※４ 

新計画策定会議（第 10 回）

資料第７号 



 

※１ サイクルコスト以外のコストについては、総合資源エネルギー調査会電気事業分科

会コスト等検討小委員会の発電コスト 5.0 円/kWh（割引率 0%、利用率 80%、運転年数 40

年）から同小委員会試算のサイクルコスト 1.83 円/kWh を差引き、今回の対象発電電力

量 246,280 億 kWh を乗じて算定し、78.1 兆円とした。 

（5.0 円/kWh－1.83 円/kWh）×246,280 億 kWh＝78.1 兆円 

※２ 政策変更コストのうち代替火力発電コストについて、火力の３方式を均等に新設と

仮定して試算した場合。詳細は資料第４号 19～22 ページ 

※３ 政策変更コストのうち代替火力発電コストについて、毎年度、喪失電力量のうち

1,100 億 kWh（既存発電施設の予備施設による発電量を試算）までは LNG 火力及び石油

火力の焚き増しで代替し、これを超過する分については LNG 火力及び石炭火力新設で代

替と仮定して試算した場合 

※４ 対象発電電力量 246,280 億 kWh（今回の対象範囲）に対し、石炭 5.0 円/kWh、LNG5.8

円/kWh、石油 10.0 円/kWh（総合エネ調電気事業分科会コスト等検討小委員会：割引率 0％、

利用率 80％、運転年数 40 年の場合）を掛け算。 

 

（参考１） 

総合エネ調電気事業分科会コスト等検討小委員会「原子燃料サイクルのバックエンド事

業コストの見積もりについて」で示された総事業費 18.8 兆円とは、以下のような前提の相

違がある。 

①今回の経済性評価においては、2002-2060 年度の 59 年間の発電に伴うサイクルコスト

を算定（したがって、対象となる再処理対象物量等がほぼ倍増している。他方、過去

の海外での再処理にかかる返還廃棄物は含まれていない）。 

②今回の経済性評価においては、フロントエンドにウラン濃縮等の役務費用が含まれる。 

 

（参考２） 

HLW 貯蔵・輸送・処分コストのうち、HLW 処分コストについては拠出金単価 12 銭/kWh を

基に試算しており、この拠出金単価は割引率 2％が織り込まれている。 

仮に割引率を考慮しない場合を試算すると、シナリオ１の場合、HLW 貯蔵・輸送・処分コ

スト 4.3 兆円は 7.2 兆円となる。（HLW 貯蔵・輸送・処分コスト 4.3 兆円のうち処分コスト

は 3.0 兆円。この処分コストが下記試算のとおり 5.9 兆円（約 2.9 兆円増）となる。 

 

・割引率を考慮しない場合の試算 

 技術検討小委員会（第３回）資料第１号５ページによれば、HLW 処分費用は処分規模 4万

本①で 28,297 億円②。1kWh（熱出力ベース）当たりのガラス固化体発生本数は、日本原燃（株）

再処理において、1.161×10-9本。（経済産業省換算係数告示）であることから、今回の対象

発電電力量 246,280 億 kWh は HLW 約 8 万 3 千本③に相当する。①②③より、 

28,297 億円÷4万本×8万 3千本≒5.9 兆円 

 ｛③の計算：246,280×108（kWh（電気出力ベース））÷34.5（％，熱効率） 

×1.161×10-9（本/kWh（熱出力ベース））＝約 8.3 万本｝    以 上 


